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●２０１８電子機械科 

３年生２６名 ２年生３５名 １年２１名 

生徒計：７９名。 

●科長：高橋 稔（２年副担） 

渡辺隆司:３年担任       

〈副担：重富秀樹・野津 広〉  

陶山利治:２年担任    

〈副担：高橋 稔・富田愛美〉   

西 政輝:１年担任 

〈副担：釜田 博・安達美穂〉 

科 
Systems  Engineering  Mechanical & Electrical 

 

 花曇り ピアノのおけいこが はじまりました 

 ●送別の日、退職した宮本先生に次ぎのような種田山頭火の句をおくった。 

「あしたは あしたの事にして 寝るばかり」 

校長の離任式での紹介の最後は「これからはご自宅でゆっくりされるようです」 そのご自宅は海のそば、

釣り糸を垂らし、・・ひねもす のたりのたりかな・・ワンカップを手に昼寝、最高の生活だね。 

●これはあなたたちから見ると４５年から４７年先（定年が伸びればもっと先かな？）のお話し。それまで

にはやることがいっぱいある。私は毎年、年度のはじめ次のような言葉を生徒のみなさんに呼びかける。 

「人生における成功の秘訣は、チャンスがやって来たときに、 

そのチャンスに飛びつける準備をしておくことだ」 

19 世紀のイギリス首相のひとり、ベンジャミン・ディズレーリの言葉 

●チャンスに飛びつく準備や勇気をつけるのが高校時代。チャレンジをすれば成功もあるし失敗もある。高

校ではそのチャレンジをする機会がいっぱいある。普段の勉強・資格試験・部活動と。 

■翔陽高校でいろんなことに挑戦し、いっぱい失敗し、時々成功し チャンスが来た時に、そ

れに飛びつける自信を作る。それが高校時代です。 

●さて、1 年生のみなさん入学おめでとうございます。クラスメイトが２１人は

寂しいですが、その分先生からのエネルギーはより以上吸収できるはず、どん欲に受け取ってください。そ

れが２１人の特権です。 

●ところで、電子機械科ではモノづくりを勉強していきます。その主は機械。 機械を動かすためにはエネルギ

ーが必要で、そのエネルギーに電気（発電・送電）があります。じゃー動いた機械をどうするか、そこに制

御するが必要になります。電子機械科では太文字の部分を中心に学んでいきます。好奇心 をもって一緒

に勉強していきましょう。               
 

寺田秀則 

山本浩司 

川本展史 

狩野広志 
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機械工学 

電子工学 制御・情報 
工学 

電子機械科 

  

ここは電気科で勉強 


